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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラットフォームと、
　懸濁液貯留部と、
　前記懸濁液貯留部が前記プラットフォームに対して貯留部軸の周囲で回転することを可
能にする、前記プラットフォームへの前記懸濁液貯留部の取付を提供する、機械的連結と
、
　前記懸濁液貯留部が前記貯留部軸の周囲で回転している間に、前記懸濁液貯留部に対す
るプランジャの移動が、前記懸濁液貯留部から排出される前記懸濁液貯留部内の粒子の懸
濁液を提供するように、前記懸濁液貯留部と動作可能に関連付けられる、プランジャと
　を備える、粒子送達デバイス。
【請求項２】
　モータが前記懸濁液貯留部の回転を提供するように、前記懸濁液貯留部に動作可能に接
続されるモータをさらに備える、請求項１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項３】
　線形アクチュエータが、前記懸濁液貯留部に対する前記プランジャの移動を提供するよ
うに、前記プランジャと動作可能に関連付けられる線形アクチュエータをさらに備える、
請求項１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項４】
　前記懸濁液貯留部の出口ポートを非回転導管と動作可能に接続する、回転継手をさらに
備える、請求項１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項５】
　１つ以上の支持剤を収納するための１つ以上の補助貯留部をさらに備え、各補助貯留部
は、出口を備え、前記出口を通して流体が前記補助貯留部から放出され得る、請求項１に
記載の粒子送達デバイス。
【請求項６】
　補助貯留部と動作可能に連結され、前記補助貯留部からの支持剤の排出を提供する、補
助線形アクチュエータをさらに備える、請求項５に記載の粒子送達デバイス。
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【請求項７】
　前記懸濁液貯留部内の前記粒子の懸濁液、および前記補助貯留部内の前記支持剤が、混
合チャンバからの送達前に混合チャンバの中で混合されるように、前記懸濁液貯留部およ
び少なくとも１つの補助貯留部と流体連通している、混合チャンバをさらに備える、請求
項６に記載の粒子送達デバイス。
【請求項８】
　前記懸濁液貯留部内の前記粒子の懸濁液は、治療的に容認可能な溶液中に間葉系幹細胞
を含む、請求項１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項９】
　前記懸濁液貯留部の回転速度は、前記懸濁液貯留部内の流体懸濁液内の粒子のほぼ均質
な分布を提供する速度に制御される、請求項１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項１０】
　前記懸濁液貯留部の回転速度は、前記貯留部の外壁の内面に向かった前記懸濁液内の他
の粒子よりも大きい比重を有する、前記懸濁液内の粒子の一部を押し進めるのに十分な回
転速度である、前記懸濁液貯留部の回転を提供する速度に制御される、請求項１に記載の
粒子送達デバイス。
【請求項１１】
　前記モータが前記懸濁液貯留部を回転させる速度を制御するためのコントローラをさら
に備える、請求項２に記載の粒子送達デバイス。
【請求項１２】
　前記コントローラは、前記懸濁液貯留部の断続的な回転を提供する、請求項１１に記載
の粒子送達デバイス。
【請求項１３】
　圧力センサをさらに備え、前記コントローラは、前記懸濁液貯留部内の圧力の制御を提
供する、請求項１１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項１４】
　前記コントローラは、前記懸濁液が前記懸濁液貯留部から放出される速度の制御を提供
する、請求項１１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項１５】
　前記コントローラは、前記懸濁液貯留部からの懸濁液の断続的な排出を提供する、請求
項１４に記載の粒子送達デバイス。
【請求項１６】
　前記コントローラ、モータ、および機械的連結は、前記懸濁液貯留部の震盪または振動
を提供する、請求項１１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項１７】
　前記コントローラは、前記粒子の懸濁液が前記懸濁液貯留部から排出される速度の制御
を提供する、請求項１１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項１８】
　前記コントローラは、前記懸濁液貯留部から排出される前記粒子の懸濁液が支持剤と混
合させられる速度の制御を提供する、請求項１１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項１９】
　送達貯留部から下流に提供される送達導管から、前記懸濁液貯留部から放出される前記
粒子の懸濁液を一掃するための手段をさらに備える、請求項１に記載の粒子送達デバイス
。
【請求項２０】
　前記一掃するための手段は、前記送達導管と流体連通している加圧ガス源を備える、請
求項１９に記載の粒子送達デバイス。
【請求項２１】
　前記送達貯留部または前記加圧ガス源に選択的に接続される前記送達導管を提供する、
前記懸濁液貯留部からの出口と動作可能に関連付けられる弁をさらに備える、請求項２０
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に記載の粒子送達デバイス。
【請求項２２】
　廃ガス導管を通して前記送達導管と流体連通している廃ガス貯留部をさらに備える、請
求項２１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項２３】
　前記送達導管と選択的に流体連通している廃ガス出口をさらに備え、前記廃ガス出口は
、廃ガス弁で選択的に開放され得る、請求項２１に記載の粒子送達デバイス。
【請求項２４】
　前記間葉系幹細胞は、少なくとも１×１０６個の細胞／ｍｌの濃度で前記懸濁液中に存
在する、請求項８に記載の粒子送達デバイス。
【請求項２５】
　前記間葉系幹細胞は、少なくとも１×１０７個の細胞／ｍｌの濃度で前記懸濁液中に存
在する、請求項８に記載の粒子送達デバイス。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　本明細書で開示される実施形態を特徴付ける、これらおよび種々の他の特徴ならびに利
点は、以下の発明を実施するための形態を読み、添付の請求項を精査することから明白と
なるであろう。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　プラットフォームと、
　懸濁液貯留部と、
　前記懸濁液貯留部が前記プラットフォームに対して貯留部軸の周囲で回転することを可
能にする、前記プラットフォームへの前記懸濁液貯留部の取付を提供する、機械的連結と
、
　前記懸濁液貯留部が前記貯留部軸の周囲で回転している間に、前記懸濁液貯留部に対す
るプランジャの移動が、前記懸濁液貯留部から排出される前記懸濁液貯留部内の粒子の懸
濁液を提供するように、前記懸濁液貯留部と動作可能に関連付けられる、プランジャと
　を備える、粒子送達デバイス。
（項目２）
　モータが前記懸濁液貯留部の回転を提供するように、前記懸濁液貯留部に動作可能に接
続されるモータをさらに備える、項目１に記載の粒子送達デバイス。
（項目３）
　線形アクチュエータが、前記懸濁液貯留部に対する前記プランジャの移動を提供するよ
うに、前記プランジャと動作可能に関連付けられる線形アクチュエータをさらに備える、
項目１に記載の粒子送達デバイス。
（項目４）
　前記懸濁液貯留部の出口ポートを非回転導管と動作可能に接続する、回転継手をさらに
備える、項目１に記載の粒子送達デバイス。
（項目５）
　１つ以上の支持剤を収納するための１つ以上の補助貯留部をさらに備え、各補助貯留部
は、それを通して流体が前記補助貯留部から放出され得る、出口を備える、項目１に記載
の粒子送達デバイス。
（項目６）
　補助貯留部と動作可能に連結され、前記補助貯留部からの支持剤の排出を提供する、補
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助線形アクチュエータをさらに備える、項目５に記載の粒子送達デバイス。
（項目７）
　前記懸濁液貯留部内の前記粒子の懸濁液、および前記補助貯留部内の前記支持剤が、混
合チャンバからの送達前に前記混合チャンバの中で混合されるように、前記懸濁液貯留部
および少なくとも１つの補助貯留部と流体連通している、混合チャンバをさらに備える、
項目６に記載の粒子送達デバイス。
（項目８）
　前記懸濁液貯留部内の前記粒子の懸濁液は、治療的に容認可能な溶液中に間葉系幹細胞
を含む、項目１に記載の粒子送達デバイス。
（項目９）
　前記懸濁液貯留部の回転速度は、前記懸濁液貯留部内の流体懸濁液内の粒子のほぼ均質
な分布を提供する速度に制御される、項目１に記載の粒子送達デバイス。
（項目１０）
　前記懸濁液貯留部の回転速度は、前記貯留部の外壁の内面に向かった前記懸濁液内の他
の粒子よりも大きい比重を有する、前記懸濁液内の粒子の一部を押し進めるのに十分な回
転速度である、前記懸濁液貯留部の回転を提供する速度に制御される、項目１に記載の粒
子送達デバイス。
（項目１１）
　前記モータが前記懸濁液貯留部を回転させる速度を制御するためのコントローラをさら
に備える、項目２に記載の粒子送達デバイス。
（項目１２）
　前記コントローラは、前記懸濁液貯留部の断続的な回転を提供する、項目１１に記載の
粒子送達デバイス。
（項目１３）
　圧力センサをさらに備え、前記コントローラは、前記懸濁液貯留部内の圧力の制御を提
供する、項目１１に記載の粒子送達デバイス。
（項目１４）
　前記コントローラは、前記懸濁液が前記懸濁液貯留部から放出される速度の制御を提供
する、項目１１に記載の粒子送達デバイス。
（項目１５）
　前記コントローラは、前記懸濁液貯留部からの懸濁液の断続的な排出を提供する、項目
１４に記載の粒子送達デバイス。
（項目１６）
　前記コントローラ、モータ、および機械的連結は、前記懸濁液貯留部の震盪または振動
を提供する、項目１１に記載の粒子送達デバイス。
（項目１７）
　前記コントローラは、前記粒子の懸濁液が前記懸濁液貯留部から排出される速度の制御
を提供する、項目１１に記載の粒子送達デバイス。
（項目１８）
　前記コントローラは、前記懸濁液貯留部から排出される前記粒子の懸濁液が支持剤と混
合させられる速度の制御を提供する、項目１１に記載の粒子送達デバイス。
（項目１９）
　送達貯留部から下流に提供される送達導管から、前記懸濁液貯留部から放出される前記
粒子の懸濁液を一掃するための手段をさらに備える、項目１に記載の粒子送達デバイス。
（項目２０）
　前記一掃するための手段は、前記送達導管と流体連通している加圧ガス源を備える、項
目１９に記載の粒子送達デバイス。
（項目２１）
　前記送達貯留部または前記加圧ガス源に選択的に接続される前記送達導管を提供する、
前記懸濁液貯留部からの出口と動作可能に関連付けられる弁をさらに備える、項目２０に
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記載の粒子送達デバイス。
（項目２２）
　廃ガス導管を通して前記送達導管と流体連通している廃ガス貯留部をさらに備える、項
目２１に記載の粒子送達デバイス。
（項目２３）
　前記送達導管と選択的に流体連通している廃ガス出口をさらに備え、前記廃ガス出口は
、廃ガス弁で選択的に開放されてもよい、項目２１に記載の粒子送達デバイス。
（項目２４）
　貯留部から送達するための懸濁液中の粒子を維持する方法であって、
　粒子送達デバイスを提供するステップであって、前記粒子送達デバイスは、
　　プラットフォームと、
　　懸濁液貯留部と、
　　前記懸濁液貯留部が前記プラットフォームに対して貯留部軸の周囲で回転することを
可能にする、前記プラットフォームへの前記懸濁液貯留部の取付を提供する、機械的連結
と、
　　前記懸濁液貯留部が前記貯留部軸の周囲で回転している間に、前記懸濁液貯留部に対
するプランジャの移動が、前記懸濁液貯留部から排出される前記懸濁液貯留部内の粒子の
懸濁液を提供するように、前記懸濁液貯留部と動作可能に関連付けられる、プランジャと
　を備える、ステップと、
　前記懸濁液中の粒子が前記懸濁液貯留部内で分散させられるように、選択された回転速
度で前記懸濁液貯留部を回転させるステップと、
　前記懸濁液貯留部から流体懸濁液を送達するステップと
　を含む、方法。
（項目２５）
　少なくとも１つの支持剤を収納する、少なくとも１つの補助貯留部を提供するステップ
と、
　選択された比率で、前記補助貯留部からの前記支持剤を、前記懸濁液貯留部からの前記
懸濁液中の粒子と組み合わせるステップと、
　前記デバイスから前記組み合わされた支持剤および懸濁液中の粒子を送達するステップ
と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　前記懸濁液中の粒子は、治療的に容認可能な溶液に懸濁された間葉系幹細胞である、項
目２４に記載の方法。
（項目２７）
　前記間葉系幹細胞は、少なくとも１×１０６個の細胞／ｍｌの濃度で前記懸濁液中に存
在する、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　前記間葉系幹細胞は、少なくとも１×１０７個の細胞／ｍｌの濃度で前記懸濁液中に存
在する、項目２６に記載の方法。
（項目２９）
　コントローラで制御される速度で前記懸濁液貯留部から前記流体懸濁液を送達するステ
ップをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目３０）
　断続的な間隔で前記懸濁液貯留部から前記流体懸濁液を送達するステップをさらに含む
、項目２９に記載の方法。
（項目３１）
　コントローラで制御される圧力で前記懸濁液貯留部から前記流体懸濁液を送達するステ
ップをさらに含む、項目２４に記載の方法。
（項目３２）
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　加圧ガスで前記懸濁液貯留部から下流の導管から懸濁液を一掃するステップをさらに含
む、項目２４に記載の方法。
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